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平成21年度 学位授与式◉総代・各種表彰者・送辞／答辞

　

梅
の
花
が
咲
き
、
寒
さ
が

戻
る
。花
冷
え
と
い
う
に
は
、

一
カ
月
余
り
早
い
。
日
本
の

四
季
は
、
歳
時
記
に
歩
調
を

合
わ
せ
始
め
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
冗
談
は
さ
て
お
き
、

西
行
法
師
が
「
願
は
く
は
花

の
下
に
て
…
」
と
詠
ん
だ
桜

の
咲
く
春
は
、
陰
暦
「
如
月

の
望
月
の
こ
ろ
」
で
あ
っ
た

▼
学
業
を
終
え
た
卒
業
生
の

瞳
の
煌
き
を
忘
れ
な
い
。
恒

例
と
な
っ
た
教
育
学
科
四
年

生
有
志
に
よ
る
卒
業
記
念
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
青
い
鳥
〜
ぼ

く
ら
の
見
つ
け
た
幸
せ
〜
」

を
観
て
目
頭
が
熱
く
な
っ
た

▼
独
逸
文
学
者
・
松
本
道
介

氏
の
新
刊『
極
楽
鳥
の
愁
い
』

（
鳥
影
社
）に
「
欧
米
文
明
の

行
き
づ
ま
り
」
が
説
か
れ
て

い
る
の
を
、面
白
く
読
ん
だ
。

「
西
洋
に
は
〝
無
〞
が
存
在

し
な
い
」
と
い
う
。
顧
み
れ

ば
、近
代
は
「
自
我
」「
主
張
」

が
肥
大
化
し
た
時
代
で
あ

る
。
そ
し
て
、
今
、
人
は
自

然
を
も
支
配
し
よ
う
と
す
る

▼
今
日
か
ら
、
一
人
で
旅
立

つ
君
に
、
ど
こ
か
で
君
を
待

つ
人
が
居
る
こ
と
を
。「
さ
よ

う
な
ら
」
と
言
う
前
に
、
雪

解
け
の
向
こ
う
に
は
、
青
い

鳥
が
待
っ
て
い
る
こ
と
を
。

心
を
「
無
」
に
す
れ
ば
、
君

を
待
つ
者
の
声
が
聞
こ
え
る

だ
ろ
う
。
い
い
日
旅
立
つ
君

に
…
。
皇
學
館
の
大
き
な
翼

が
、
世
界
に
飛
翔
す
る
人
材

の
輩
出
に
繋
が
る
こ
と
を
信

じ
て
、
諸
君
の
旅
立
ち
を
祝

福
し
よ
う
。

倉
田
山

皇學館大学創立130周年・再興50周年記念

ロゴマークロゴマークがが決定決定
　

本
学
で
は
、
平
成
二
十
四

年
に
創
立
百
三
十
周
年
・
再

興
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
皇
學
館
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

を
公
募
。
教
職
員
、

学
生
・
生
徒
・
卒
業

生
な
ど
か
ら
計
三
十

二
点
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
文

学
部
国
文
学
科
三
年

山
口
麻
衣
さ
ん
の
作

品
が
選
ば
れ
た
。

　

決
定
し
た
ロ
ゴ
マ

ー
ク
は
、
川
の
流
れ

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ラ
イ
ン
に

青
色
は
清
ら
か
な
五
十
鈴
川

の
流
れ
を
、
緑
色
は
瑞
々
し

い
倉
田
山
の
緑
を
表
し
て
お

り
、「
自
然
と
の
共
生
の
な
か

で
皇
學
館
大
学
が
未
来
へ
と

続
い
て
い
く
こ
と
の
願
い
を

込
め
ま
し
た
」と
山
口
さ
ん
。

　

今
後
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
種
出
版
物
、
封
筒
、
皇
學

館
グ
ッ
ズ
な
ど
、
皇
學
館
の

広
報
活
動
に
使
用
さ
れ
る
。

希
望
を
胸
に
七
〇
八
名
が
巣
立
つ

希
望
を
胸
に
七
〇
八
名
が
巣
立
つ

平
成
二
十
一
年
度

学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式
を
挙
行

　

穏
や
か
な
春
の
陽
射
し
に
包
ま
れ
た
三
月
十
八
日
、
伊
勢
学
舎
記
念
講
堂
に
お
い
て
平
成
二
十
一
年
度
学
位

記
・
修
了
証
書
授
与
式（
第
四
十
五
回
卒
業
式
）が
挙
行
さ
れ
た
。今
年
度
の
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
者
は
七
〇

八
名
。
華
や
か
な
袴
姿
や
ス
ー
ツ
姿
の
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
胸
に
、社
会
へ
と
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

　

春
ら
し
い
穏
や
か
な
気
候

と
な
っ
た
三
月
十
八
日
、
平

成
二
十
一
年
度
学
位
記
・
修

了
証
書
授
与
式
が
厳
か
に
執

り
行
わ
れ
た
。
学
生
た
ち
は

式
典
に
臨
む
に
あ
た
り
内
外

両
宮
へ
参
拝
。
内
宮
で
は
御

垣
内
へ
の
お
参
り
が
許
可
さ

れ
、
学
生
た
ち
は
緊
張
し
な

が
ら
も
清
々
し
い
面
持
ち
で

参
拝
し
て
い
た
。

　

午
前
十
一
時
半
過
ぎ
に
始

ま
っ
た
式
典
で
は
国
歌
斉

唱
、
令
旨
奉
読
に
続
き
、
学

位
記
・
修
了
証
書
の
授
与
、賞

状
授
与
が
行
わ
れ
た
。
学
長

式
辞
で
は
伴
五
十
嗣
郎
学
長

が
数
あ
る
大
学
の
中
で
も
、

折
り
に
ふ
れ
天
照
大
神
を
拝

お
ろ
が

む
こ
と
を
恒
例
と
す
る
大
学

は
本
学
を
お
い
て
ほ
か
に
な

い
と
語
り
、
神
道
を
中
核
と

指
導
と
優
し
く
尊
敬

で
き
る
人
柄
に
接

し
、
得
ら
れ
た
も
の

が
多
か
っ
た
」
と
語

り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
法
や
特
別
支
援
教

育
な
ど
、
こ
の
大
学

で
学
ん
だ
こ
と
を
現
場
で
生

か
し
た
い
、
と
意
気
込
ん
で

い
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
四
年
の
芝
田
行
央
さ
ん
は

「
授
業
や
英
国
へ
の
短
期
留

清
々
し
く
御
垣
内
参
拝

清
々
し
く
御
垣
内
参
拝

思
い
出
と
と
も
に
社
会
へ
羽
ば
た
く

思
い
出
と
と
も
に
社
会
へ
羽
ば
た
く

　

教
育
学
科
四
年
の
伊
藤
恵

梨
香
さ
ん
は
御
垣
内
へ
参
拝

で
き
た
こ
と
に
触
れ
、「
入
学

式
の
と
き
に
お
参
り
の
作
法

を
教
え
て
い
た
だ
い
て
か
ら

四
年
の
月
日
が
流
れ
た
ん

だ
」
と
感
慨
深
げ
な
様
子
。

思
い
出
に
残
っ
た
出
来
事
と

し
て
〈
卒
業
記
念
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
〉
を
挙
げ
、
四
年
間
仲

間
と
共
に
学
ん
で
築
い
て
き

た
友
情
や
信
頼
関
係
が
あ
っ

て
こ
そ
成
功
し
た
と
話
し

た
。

　

現
役
教
員
で
あ
り
な
が
ら

大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課

程
教
育
学
専
攻
を
修
了
し
た

玉
田
尚
子
さ
ん
は
、「
こ
の
三

年
間
、
一
流
の
先
生
方
の
ご

映画「半分の月がのぼる空」キックオフイベントを開催映画「半分の月がのぼる空」キックオフイベントを開催!

学
を
通
じ
て
物
怖
じ
せ
ず
人

と
話
せ
る
度
胸
が
つ
い
た
」

と
語
り
、
卒
業
後
は
希
望
し

す
る
建
学
の
精
神
を
一
貫
し

て
標
榜
し
、
そ
の
教
育
と
実

践
に
努
力
し
続
け
て
き
た
点

に
こ
そ
皇
學
館
大
学
の
特
色

や
独
自
性
が
あ
り
、
卒
業
生

諸
君
は
こ
の
点
を
改
め
て
自

覚
し
た
上
で
母
校
皇
學
館
大

学
と
そ
の
卒
業
生
で
あ
る
こ

と
に
大
き
な
誇
り
と
自
信
を

も
っ
て
社
会
へ
船
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
話
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
鷹
司
尚
武

神
宮
大
宮
司
御
代
理
の
田
米

治
氏
が
壇
上
に
立
ち
、「
こ
の

よ
う
な
歴
史
と
伝
統
に
輝
く

大
学
で
の
得
難
い
経
験
は
今

後
の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
上

に
お
い
て
最
も
貴
重
な
財
産

に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
」

と
鷹
司
大
宮
司
か
ら
の
お
言

葉
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
小
串
和
夫
館
友

会
会
長
御
祝
詞
、
在
学
生
総

代
送
辞
、
卒
業
生
総
代
答
辞

に
続
き
、
校
歌
を
斉
唱
。
滞

り
な
く
式
典
は
終
了
し
た
。

て
い
た
県
内
企
業
の
営
業
職

に
就
く
こ
と
が
で
き
た
と
嬉

し
そ
う
に
話
し
て
い
た
。

　

伊
勢
市
出
身
の
橋
本
紡

さ
ん
が
書
い
た
小
説
『
半

分
の
月
が
の
ぼ
る
空
』
が

映
画
化
さ
れ
、
四
月
三
日

の
全
国
公
開
を
前
に
、
撮

影
の
舞
台
と
な
っ
た
本
学

に
て
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
た
（
文
化

庁
等
主
催
）。映
画
公
開
と

同
時
に
台
詞
を
伊
勢
弁
に

替
え
た
単
行
本
も
新
た
に

発
刊
。
監
修
に
国
文
学
科

三
年
の
山
口
麻
衣
さ
ん
が

あ
た
る
な
ど
、
縁
の
深
い

作
品
と
な
っ
た
。

詳しくは4・5面を参照!

●今号の注目記事
1 面
第45回卒業式
希望を胸に708名が巣立つ
2 面
アメリカ短期海外研修＆ホームス
テイプログラム体験者インタビュー
3 面
35名が京都の老舗で職場体験
4・5 面　 学生責任編集ページ

映画「半分の月がのぼる空」
映画隊が伊勢にやってきた!
6 面　 高校・中学

中・高卒業式を挙行
7 面
学生と伊勢市職員が
環境ミーティング
8 面
教育学科 4年生
卒業記念ミュージカル
●連載
2 面
皇學館人物列伝⑥
坂村真民
3 面
リレーエッセイ　私の学生時代
叶 俊文（社会福祉学科教授）

総 代

文学研究科博士前期課程神道学専攻 田中　天美
文学研究科博士前期課程国文学専攻 河合　重好
文学研究科博士前期課程国史学専攻 大友　裕二

文学研究科修士課程教育学専攻 玉田　尚子
神道学専攻科神道学専攻 皿海　宏則

文学部神道学科 内海　勝也
文学部国文学科 磯田　　萌
文学部国史学科 多田　圭介
文学部教育学科 竹内　章子

文学部コミュニケーション学科 野中　舞子
社会福祉学部社会福祉学科 奥岡さやか

恩賜奨学賞
文学部神道学科 足野　智美

社会福祉学部社会福祉学科 横山　晃一

大 宮 司 賞
文学部国史学科 南　かおり

社会福祉学部社会福祉学科 柴田　弘美

理 事 長 賞
文学部コミュニケーション学科 小谷　由記
社会福祉学部社会福祉学科 山本　菜穂

学 長 賞
文学部教育学科 川嶋　将大

社会福祉学部社会福祉学科 濱田　桂果

統 理 賞
神道学専攻科神道学専攻 鳥羽　良明

文学部神道学科 神守　昇一

長谷奨学賞
文学部神道学科 山田　大輔
文学部国文学科 村田　　直

送 辞 文学部国文学科 3年 原　　寿則
答 辞 社会福祉学部社会福祉学科 白山　水希

伊勢学舎 ［法人本部・大学院・専攻科・文学部・教育学部］

名張学舎 ［大学院・社会福祉学部］

高等学校・中学校

学
園
報

学
園
報

第
25
号

発行・編集：学校法人皇學館（総務課）
TEL0596・22・6308

岩い
は

戸と

開あ

け
し

天あ
ま

つ
尊み
こ
と

の

そ
の
か
み
に

桜
を
誰た
れ

か

植
ゑ
は
じ
め
け
ん西

行
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◉◉
伊
勢
・
歌
ご
よ
み

伊
勢
・
歌
ご
よ
み
◉◉



 　社
会
福
祉
学
部
の

社
会
福
祉
学
部
の「
チ
ー
ム
漢

チ
ー
ム
漢
」が
優
勝
優
勝

ま
れ
、
父
も
小
学
校
長
で
あ
り
、
自
然
に

教
員
の
道
に
進
ま
れ
た
。
当
時
の
神
宮
皇

學
館
は
、
官
立
の
中
で
も
最
難
関
で
あ
っ

た
が
全
国
一
授
業
料
が
安
い
の
で
進
学
し

た
と
の
こ
と
。
卒
業
後
、
熊
本
で
教
員
に

な
っ
た
が
流
行
歌
も
手
掛
け
、
東
海
林
太

郎
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
「
恋
の
並
木
路
」
を
作

詞
し
て
感
謝
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
あ
る
。
学
生
時
代
か
ら
短
歌
を
始
め
、

岡
野
直
七
郎
門
下
で
二
十
年
間
取
り
組
ん

だ
。
し
か
し
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
ら
れ

る
の
は
詩
で
あ
る
と
決
意
し
転
じ
る
こ
と

に
な
る
。

　

歌
人
仲
間
の
県
立
高
校
長
よ
り
愛
媛
に

招
聘
さ
れ
、教
員
の
傍
ら
、個
人
詩
誌
「
ペ

ル
ソ
ナ
」
を
創
刊
し
四
十
一
歳
で
詩
人
と

し
て
出
発
す
る
。
い
く
つ
か
の
県
立
高
校

の
校
歌
の
作
詞
も
手
掛
け
て
い
る
。
詩
集

も
次
々
と
出
版
さ
れ
て
い
く
が
、
増
刷
が

間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
で
、
詩
集
で
こ
れ
ほ

ど
売
れ
る
の
は
全
国
的
に
見
て
も
珍
し
い

そ
う
で
あ
る
。

さ
か
む
ら
し
ん
み
ん

／

6

「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」
の
国
民
詩
人

　
　
　
　
　

詩
を
通
じ
て
世
界
平
和
を
希
求

坂
村
真
民　

さ
か
む
ら
し
ん
み
ん

　

私
学
に
転
じ
て
い
た
同
校
長
よ
り
、
定

年
と
同
時
に
再
度
招
聘
さ
れ
、
新
田
高
等

学
校
に
赴
任
す
る
。
四
千
人
を
擁
す
る
マ

ン
モ
ス
校
の
、
文
武
両
面
に
活
躍
す
る
男

子
校
の
生
徒
た
ち
に
「
真
民
先
生
、
真
民

先
生
」
と
慕
わ
れ
た
。
朝
鮮
の
学
校
や
県

立
高
校
の
生
徒
た
ち
も
、
時
に
、
教
科
書

を
離
れ
た
授
業
に
魅
了
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。以
後
七
年
間
同
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
、

そ
の
縁
で
、
小
生
も
卒
業
と
同
時
に
赴
任

し
、
九
十
七
歳
で
天
寿
を
全
う
さ
れ
る
ま

で
三
十
数
年
に
わ
た
る
教
え
を
請
う
こ
と

に
な
る
。

　
「
ペ
ル
ソ
ナ
」
は
、
十
数
年
後
「
詩
国
」

と
改
題
さ
れ
四
十
数
年
に
亘
り
、
毎
月
欠

か
さ
ず
発
刊
さ
れ
た
。
し
か
も
、
全
国
千

二
百
名
の
読
者
に
「
詩
国
」
を
折
り
た
た

み
、
封
筒
に
入
れ
、
宛
名
も
一
人
一
人
手

書
き
で
送
る
。
読
者
か
ら
は
、
郵
送
用
の

切
手
だ
け
受
け
取
る
。
一
遍
上
人
の
「
六

十
万
人
決け

つ

定じ
ょ
う

往
生
」
の
賦
算
を
継
ぐ
思
い

で
続
け
て
い
る
と
言
わ
れ
た
が
、
真
似
の

で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

全
国
に
大
勢
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン
を
持
つ

真
民
詩
は
、
氏
の
求
道
的
な
厳
し
い
自
己

鍛
錬
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
こ

そ
、
人
々
の
心
を
と
ら
え
、
生
き
る
力
を

与
え
た
の
で
あ
る
。
時
間
を
惜
し
み
、
毎

日
午
前
二
時
に
起
床
し
、
近
く
の
重
信
川

の
橋
を
渡
り
、対
岸
の
大
地
に
額
を
付
け
、

世
界
平
和
と
人
々
の
平
安
を
祈
る
。
雨
風

や
雪
の
日
も
欠
か
す
こ
と
は
な
い
。
そ
し

て
、
帰
宅
し
座
禅
を
組
み
、
詩
作
や
書
に

没
頭
す
る
。
多
く
の
詩
集
は
英
訳
仏
訳
等

も
さ
れ
、
世
界
中
に
広
め
ら
れ
る
。
マ
ザ

ー
・
テ
レ
サ
か
ら
も
「
自
分
と
志
を
同
じ

く
す
る
人
で
あ
る
。」
と
い
う
手
紙
が
送

ら
れ
て
き
た
。

　

自
作
詩
を
墨
書
し
た
字
は
力
強
く
、
全

国
に
七
百
を
超
え
る
詩
碑
が
建
立
さ
れ
て

い
る
。
平
和
の
祭
典
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
発

祥
地
ア
テ
ネ
を
は
じ
め
海
外
に
も
、
特
別

な
計
ら
い
で
多
く
の
詩
碑
が
建
立
さ
れ
て

い
る
。
マ
リ
ア
ナ
海
溝
に
も
、
ア
メ
リ
カ

空
軍
の
協
力
で
詩
碑
が
沈
め
ら
れ
、
世
界

中
に
平
和
へ
の
思
い
が
溢
れ
、
人
々
を
温

か
く
包
ん
で
い
る
。

　

生
誕
百
年
を
迎
え
坂
村
真
民
記
念
館
も

建
設
中
で
あ
り
、
詩
は
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
人
々
に
読
み
継
が
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

有
為
な
人
材
を
育
て
る
、
優
れ
た
教
育

者
や
神
職
を
輩
出
し
て
き
た
皇
學
館
の
卒

業
生
の
中
で
、
特
異
な
光
を
放
っ
て
い
る

の
が
坂
村
真
民
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

新
田
青
雲
中
等
教
育
学
校
元
教
頭　

子
川
明
治

国
文
学
科
第
六
期（
昭
和
四
十
六
年
三
月
）卒

　
「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」
や
「
二
度
と
な

い
人
生
だ
か
ら
」
等
で
知
ら
れ
る
氏
か
ら

「
伊
勢
の
海
と
山
と
川
が
、私
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
友
人
た
ち
に
も
恵
ま
れ
、

桜
井
勝
之
進
さ
ん
と
は
席
が
前
後
で
仲
が

よ
か
っ
た
」と
お
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

明
治
四
十
二
年
に
熊
本
県
玉
名
郡
に
生

　
　

参
加
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

教
育
学
部
二
年

成
川
沙
紀

さ
ん（
以
下
、
成
）

　

小
学
校
の
先
生
を
目
指
し

て
い
る
の
で
、
日
米
の
教
育

の
違
い
を
見
た
か
っ
た
と
い

う
の
が
一
番
の
動
機
で
す
。

教
育
学
部
一
年

島
谷
菜
々

子
さ
ん（
以
下
、
島
）

　

英
語
力
を
試
し
て
み
た
か

っ
た
か
ら
で
す
。
ア
メ
リ
カ

の
教
育
の
現
場
に
も
興
味
が

あ
り
ま
し
た
。

　
　

研
修
は
ど
う
で
し
た
？

成
●
幼
稚
園
の
補
助
教
員
と

し
て
、
九
時
〜
十
四
時
ま
で

子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
ま

し
た
。そ
れ
以
外
の
時
間
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
子
ど

も
た
ち
を
幼
稚
園
へ
迎
え
に

き
た
親
と
出
か
け
た
り
…
。

現
地
の
人
た
ち
と
の
交
流
を

楽
し
み
ま
し
た
。

島
●
午
前
中
は
小
学
校
、
午

後
は
幼
稚
園
で
の
補
助
教
員

を
し
ま
し
た
。
私
は
生
活
の

中
で
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん

の
会
話
を
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
し
た
。「Yes/No
」

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
考
え

を
付
け
加
え
る
こ
と
で
、
相

手
も
応
え
て
く
れ
る
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
　

苦
労
し
た
こ
と
は
？

島
●
算
数
を
教
え
る
と
き
に

英
語
で
の
専
門
用
語
の
言
い

ま
わ
し
が
分
か
ら
ず
、
苦
労

し
ま
し
た
。
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
ノ
ー
ト
に
絵
や
図

を
書
い
た
り
…
と
い
ろ
い
ろ

教
え
方
を
工
夫
し
ま
し
た
。

　
　

日
本
と
の
違
い
に
何
か

気
づ
き
ま
し
た
か
？

成
●
学
校
で
一
人
の
先
生
の

負
担
が
日
本
よ
り
も
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
二
十
人
前
後

の
ク
ラ
ス
を
担
当
し
、
親
が

日
替
わ
り
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
来
て
い
ま
し
た
。
学
校
に

任
せ
っ
き
り
の
日
本
と
の
違

い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
普
段

は
〝
誉
め
る
こ
と
〞
が
多
い

の
で
す
が
、
叱
る
と
き
に
は

ど
ん
な
に
幼
い
子
に
も
本
当

に
厳
し
い
。「
自
立
の
文
化
」

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

●❶4/17㈯　守本友美教授
「福祉施設におけるボランティアマネジメント」
●❷5/22㈯　檜垣博子教授
「子どもにやさしいまちづくり　〈名張市子ども条例〉の先駆的意義　」
●❸ 6 /19㈯ 酒井研作助教
 「これからの特別支援学校　センター的役割としての地域支援　」
●❹ 7 /24㈯ 笠原正嗣准教授「超高齢社会とクルマの役割」
●❺ 8 /21㈯ 建部久美子准教授「現代における支援の必要な人と教育保障」
●❻ 9 /18㈯ 山上賢一教授「〝幸福学〞へのいざない」
●❼10/16㈯ 上野文枝助教
 「スクールソーシャルワークの可能性　福祉と教育の協働　」
●❽11/20㈯ 吉田明弘准教授「開かれた時代の福祉を拓いた志」
●❾12/18㈯ 宮城洋一郎教授「大学教育と地域貢献　名張学舎の13年　」

　

一
月
二
十
三
日
、
伊
勢
学

舎
四
号
館
四
三
一
教
室
に
て

皇
學
館
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
（
通
称

皇
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
）
が
開

催
さ
れ
た
。
三
重
県
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
の
助
成
を
受
け

開
か
れ
た
同
大
会
は
去
年
の

名
張
学
舎
に
続
き
二
回
目
。

今
回
は
現
代
日
本
社
会
学
部

開
設
を
記
念
し
、
伊
勢
学
舎

で
の
初
め
て
の
開
催
と
な
っ

た
。

　

地
域
活
性
化
に
結
び
つ
く

優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を

発
掘
し
よ
う
と
い
う
同
大

会
。
三
重
県
と
近
隣
の
高
校

生
・
大
学
生
を
対
象
に
募
集

し
た
と
こ
ろ
二
十
三
件
の
応

募
が
あ
り
、
書
類
選
考
に
よ

る
一
次
審
査
に
よ
っ
て
六
組

が
二
次
審
査
で
あ
る
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に

進
出
し
た
。

　

審
査
員
は
学
外
四
名
、
学

内
一
名
の
計
五
名
。
武
田
秀

一
氏
（
武
田
経
営
研
究
所
代

表
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）、
美
濃
泰
夫
氏（
三
重
県

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
）、
三

田
泰
久
氏
（
伊
勢
市
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、

前
川
尚
三
氏
（
本
学
社
会
福

祉
学
部
附
置
地
域
福
祉
文
化

研
究
所
研
究
嘱
託
）、
そ
し

て
、
本
学
の
田
浦
雅
徳
准
教

授（
文
学
部
国
史
学
科
）ら
が

名
を
連
ね
た
。
各
組
は
五
分

間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
引
き
続
き
、
審
査
員
と
の

質
疑
応
答
も
行
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
は
次
の
通

り
。

◉
一
位　

チ
ー
ム
漢お

と
こ

「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ 

〜
漢お

と
こ

た
ち
の

家
事
講
座
〜
」

（
本
学
社
会
福
祉
学
部
三
年
生

奥
矢
歩
美
、
藤
原
陽
平
）

◉
二
位　

空
き
店
舗
活
用
サ

ー
ク
ル
「
あ
き
な
い
屋
」

「
飛
び
出
せ
!
『
松
阪
ど
ん

ぶ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』」

（
松
阪
商
業
高
校
三
年
生

小

泉
摩
也
伽
、
松
倉
麻
衣
、
山
尾

麻
貴
、
吉
川
紗
也
香
）

◉
三
位　

こ
も
れ
び

「
透
析
生
活
サ
ポ
ー
ト
『
こ

も
れ
び
』」（
本
学
社
会
福
祉

学
部
三
年
生

小
島
美
智
）

　

審
査
員
を
代
表
し
て
田
浦

先
生
よ
り
表
彰
が
行
わ
れ

た
。
な
お
、
副
賞
と
し
て
一

位
に
は
七
万
円
分
、
二
位
は

三
万
円
分
、
三
位
に
は
一
万

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
が
贈
ら

れ
た
。

　

同
大
会
は
来
年
度
も
開
催

す
る
予
定
で
あ
り
、
関
心
を

持
つ
高
校
生
・
大
学
生
の
皆

さ
ん
は
今
の
う
ち
か
ら
地
域

活
性
化
に
結
び
つ
く
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
ア
イ
デ
ア
を
温

め
て
お
い
て
ほ
し
い
。

第
二
回「
皇
ー

1
グ
ラ
ン
プ
リ
」を
開
催
!

社
会
福
祉
学
部
の「
チ
ー
ム
漢お

と
こ

」が
優
勝

平成22年度
月例文化講座のご案内

　

本
学
で
は
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
と
提
携
し
、
十
八
泊

二
十
日
の「
ア
メ
リ
カ
短
期
海
外
研
修
＆
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
た
。
参

加
者
は
十
三
名
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
一
般
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
現
地
の

企
業
や
学
校
で
実
際
に
働
く
機
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
貴
重
な
体
験
を
し
た
よ
う
だ
。

日
米
の
違いに
触
れ
た
十
七
日
間

日
米
の
違いに
触
れ
た
十
七
日
間

ア
メ
リ
カ
短
期
海
外
研
修
＆
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム

伊 勢
国史学科

　生涯学習の一環として一般市民を対象に開かれている月例文
化講座の日程が決定しました。聴講は無料、事前のお申し込みも
不要です。お気軽にご参加ください。

名 張
社会福祉学科

統一テーマ
「開かれた時代の拓かれた福祉」
時間●各日ともに午後 2時～3時30分
場所●皇學館大学名張学舎 1号館

統一テーマ
「伊勢の神宮と式年遷宮」
時間●各日ともに午後 2時～3時30分
場所●皇學館大学伊勢学舎 4号館 431教室

●❶5/8㈯　清水　潔教授「伊勢の神宮と式年遷宮」
●❷ 6 /12㈯ 岡田　登教授「持統天皇の伊勢行幸と第一回式年遷宮」
●❸ 7 /10㈯ 多田實道講師「鎌倉時代の遷宮」
●❹ 9 /11㈯ 岡野友彦教授「式年遷宮の中絶と復興」
●❺10/ 9 ㈯ 上野秀治教授「江戸幕府と遷宮」
●❻11/13㈯ 松浦光修教授「幕末の神宮」
●❼12/ 4 ㈯ 谷口裕信講師「神苑会の活動と明治の宇治山田」
●❽平成23年1/8㈯ 田浦雅徳教授「遷宮と昭和の宇治山田」

聴講料
無　料

　
　

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ

と
、
身
に
つ
い
た
こ
と
は
？

成
●〝
自
分
の
意
思
を
伝
え

る
重
要
さ
〞を
学
び
ま
し
た
。

日
本
で
通
用
す
る〝
曖
昧
さ
〞

が
向
こ
う
で
は
、
ま
っ
た
く

通
用
し
な
い
。
難
し
い
で
す

が
、
日
本
の
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
、
自
己
主
張
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

島
●
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
り
遂

げ
た
こ
と
で
自
信
と
度
胸
が

付
き
ま
し
た
。
ま
た
異
国
の

地
で
教
え
た
経
験
は
、
き
っ

と
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
役
立

つ
と
思
い
ま
す
。

体 験 者
インタビュー

成川沙紀さん

島谷菜々子さん
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アイデンティティ・クライシス
社会福祉学科教授　叶 　俊 文

　

み
な
さ
ん
は「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ

の
内
容
を
知
っ
た
の
は
二
つ
目
の
大
学

に
通
っ
て
心
理
学
の
授
業
を
聞
い
て
い

る
と
き
で
し
た
。
自
我
同
一
性
あ
る
い

は
存
在
証
明
と
も
訳
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
悩
ん
だ
状
態
を
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
」と
言
い
ま
す
。
こ
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
が

一
つ
目
の
大
学
で
私
に
起
き
ま
し
た
。

　

山
形
の
田
舎
か
ら
東
京
の
マ
ン
モ
ス

私
立
大
学
に
入
っ
た
私
は
、
ひ
と
つ
の

学
部
だ
け
な
の
に
一
万
人
近
い
学
生
の

い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
放
り
込
ま
れ
ま
し

た
。
入
っ
た
学
科
は
数
学
科
で
す
。
そ

こ
だ
け
で
百
名
ぐ
ら
い
の
一
年
生
が
い

ま
し
た
。高
田
馬
場
の
三
畳
の
下
宿（
横

に
は
神
田
川
）
か
ら
電
車
を
使
い
、
最

寄
駅
か
ら
学
部
ま
で
の
道
を
歩
い
て
い

る
と
麻
雀
に
誘
わ
れ
た
り
、
喫
茶
店
に

誘
わ
れ
た
り
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
着

か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
学
部
へ

の
通
り
も
人
・
人
・
人
で
す
。
も
の
す

ご
い
人
の
流
れ
の
中
で
「
俺
は
い
っ
た

い
何
な
ん
だ
ろ
う
」「
俺
は
毎
日
何
し

て
る
ん
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
授
業
で
は
先
生
方
が
数
式

を
ず
っ
と
書
き
続
け
る
。
学
生
は
そ
れ

を
写
す
だ
け
。帰
り
は
新
宿
で
飲
ん
で
、

新
大
久
保
の
友
達
の
家
ま
で
歩
い
て
、

途
中
の
電
信
柱
に
隠
れ
て
い
る
方
を
避

け
て
通
り
、
ま
た
飲
ん
で
。
正
に
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
学
科
の
中
で
も
、
そ

う
し
た
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。（
こ
の
年
、
サ
ザ
ン
・
オ

ー
ル
ス
タ
ー
ズ
が
登
場
）

　

そ
ん
な
生
活
を
し
な
が
ら
迎
え
た
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
山
形
へ
帰
り
、

高
校
の
担
任
の
先
生
に
会
っ
た
瞬
間
に

「
お
前
、
辞
め
よ
う
と
思
っ
て
る
な
」

と
…
…
。
図
星
で
し
た
。
こ
の
辺
り
か

ら
、「
自
分
は
な
ぜ
大
学
に
行
く
の
か
」

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、「
お
前
は
教
員

志
望
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
」
と
自

問
自
答
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
の
後
、
半
年
で
学
部
を
退
学
し
、
東

京
で
二
度
目
の
受
験
勉
強
に
入
り
ま
し

た
。
下
宿
の
お
じ
さ
ん
に
言
わ
れ
た
こ

と
は
「
さ
ま
よ
え
る
う
ち
は
、
さ
ま
よ

っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
の
一
言

で
し
た
。
こ
の
言
葉
に
は
救
わ
れ
ま
し

た
。
半
年
後
、二
つ
目
の
大
学
に
合
格
。

あ
の
時
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ

イ
シ
ス
は
必
要
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
は
、
ど
う
で
す
か
？

　

二
月
十
二
日
に
本
学
就
職

課
の
主
催
に
よ
る
「
職
場
体

験
付
講
座
」の
第
一
回「
京
都

の
老
舗
①
」が
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
は
就
職
活
動
の
支
援
を

目
指
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
伝
統
産
業
や
京
都
文
化

に
興
味
の
あ
る
学
生
を
京
都

の
代
表
的
な
老
舗
企
業
に
案

内
し
、
各
企
業
の
ト
ッ
プ
の

方
か
ら
ご
講
話
を
承
る
こ
と

で
、
教
養
や
見
聞
を
広
め
、

就
職
へ
の
機
縁
を
つ
く
り
、

各
自
の
就
業
意
欲
を
高
め
よ

う
と
い
う
も
の
だ
。

　

当
日
は
起
案
者
の
新
田
均

神
道
学
科
教
授
（
四
月
よ
り

現
代
日
本
社
会
学
部
所
属
）

の
も
と
、
三
十
五
名
が
伊
勢

学
舎
に
集
合
。
車
中
で
は
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
岩
崎
正

弥
先
生
（
現
代
日
本
社
会
学

部
准
教
授
・
予
定
）
が
「
京

都
の
文
化
と
産
業
の
学
び

方
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行

っ
た
。

　

最
初
の
訪
問
地
は
、
京
銘

菓「
株
式
会
社
鶴
屋
吉
信
」。

こ
こ
か
ら
は
宮
川
泰
夫
・
現

代
日
本
社
会
学
部
・
学
部
長

（
予
定
）も
合
流
。
代
表
取
締

役
の
稲
田
慎
一
郎
氏
よ
り

「
京
菓
子
と
お
店
の
歴
史
」に

つ
い
て
ご
講
義
を
い
た
だ

き
、
ビ
デ
オ
の
拝
聴
、
菓
子

職
人
に
よ
る
製
作
の
実
演
の

後
、
店
舗
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
二
階
の
喫
茶
室

で
茶
室
と
茶
庭
を
眺
め
な
が

ら
、
一
同
美
味
し
い
お
茶
菓

子
と
お
抹
茶
を
頂
戴
し
た
。

　

次
は
、
神
祇
・
仏
式
装
束

「
株
式
会
社
井
筒
」
へ
。
代

表
の
井
筒
與
兵
衛
氏
の
案
内

に
て
店
舗
か
ら
「
風
俗
博
物

館
」
へ
赴
き
、源
氏
物
語
「
六

条
院
」
の
一
部
が
四
分
の
一

の
縮
尺
で
再
現
さ
れ
て
い
る

展
示
室
な
ど
を
巡
り
な
が
ら

王
朝
文
化
を
堪
能
し
、
一
同

驚
き
の
連
続
と
な
っ
た
。

　

三
番
目
は
京
町
家
の
美
術

館
「
紫
織
庵
」
を
開
設
さ
れ

て
い
る
和
装
業
「
株
式
会
社

丸
栄
」
へ
。
大
正
十
五
年
竣

工
の
書
院
に
て
代
表
取
締
役

の
川
崎
栄
一
郎
氏
よ
り
ご
講

義
が
あ
り
、
大
正
デ
ザ
イ
ン

を
復
刻
し
た
着
物
や
各
室
の

調
度
の
解
説
な
ど
、
京
都
の

旦
那
衆
の
文
化
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

参
加
学
生
か
ら
は
「
初
め

て
知
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
」「
社
長
の
個
性
や

情
熱
に
心
を
打
た
れ
た
」「
個

人
で
訪
問
し
た
の
で
は
得
ら

れ
な
い
こ
と
を
紹
介
し
て
も

ら
え
た
」「
一
流
の
も
の
を

扱
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々

の
姿
勢
に
ぞ
く
っ
と
し
た
」

な
ど
と
感
動
の
レ
ポ
ー
ト
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
見
学
先
の
皆

様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上

中
で
区
間
ト
ッ
プ
タ
イ
ム
を

た
た
き
出
し
た
谷
崎
晃
司
君

（
教
育
学
科
一
年
）は
「
最
初

か
ら
ス
パ
ー
ト
を
か
け
た
」

と
話
し
、
年
末
年
始
の
休
暇

中
も
日
々
二
十
キ
ロ
を
走
り

込
む
な
ど
自
主
練
習
に
励

み
、
大
会
ま
で
好
調
を
維
持

で
き
た
こ
と
が
好
走
の
要
因

と
な
っ
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
る
相
田
達
哉
君
（
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
三

年
）
は
「
う
ち
の
チ
ー
ム
は

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
魅

力
。
上
下
関
係
が
な
く
、
ス

ラ
ン
プ
や
悩
ん
だ
時
な
ど
気

軽
に
相
談
で
き
る
環
境
が
い

い
走
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
思
う
」
と
チ
ー
ム
の
特
徴

を
話
し
た
。

　

次
な
る
目
標
は
六
月
に
行

わ
れ
る
全
日
本
大
学
駅
伝
大

会
の
予
選
に
お
い
て
東
海
地

区
で
一
位
に
な
る
こ
と
。
部

と
し
て
本
格
始
動
し
て
か
ら

二
年
。
そ
の
成
果
は
着
実
に

実
っ
て
き
て
い
る
。

三
十
五
名
が
京
都
の
老
舗
で
職
場
体
験

三
十
五
名
が
京
都
の
老
舗
で
職
場
体
験

シード権シード権をを獲得!獲得!
第64回 名岐駅伝

　

二
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た

第
六
十
四
回
名
岐
駅
伝
競
走

大
会
に
お
い
て
本
学
駅
伝
競

走
部
が
三
十
五
の
参
加
チ
ー

ム
の
中
で
十
四
位
に
ラ
ン
ク

イ
ン
。
大
学
で
は
三
位
と
好

成
績
を
お
さ
め
、
次
回
の
シ

ー
ド
権
を
得
る
快
挙
を
成
し

遂
げ
た
。

　

山
内
優
樹
監
督
は
「
部
員

が
十
八
名
と
層
が
厚
く
な

り
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
環
境

が
整
っ
て
き
た
」
と
満
足
の

面
持
ち
。
ま
た
、「
前
半
に
元

気
の
い
い
一
年
生
を
配
し
て

リ
ズ
ム
を
作
り
、
後
半
を
安

定
感
の
あ
る
上
級
生
で
か
た

め
た
作
戦
が
功
を
奏
し
た
」

と
大
会
内
容
を
振
り
返
っ

た
。
三
区
を
走
り
大
学
生
の

　本学では伊勢・四日市の 2会場で下記の通り講習を実施
する。講師は本学教員のほか著名講師を招き、近年の教育
課題について講義をする予定。受講定員はそれぞれ150名
程度とし、受付は先着順。定員になり次第受付を締め切る。
受講の手続きや詳細については決定次第ホームページ上に
掲載する。

開講場所・開講日・時間数

伊 勢 会 場
 皇學館大学伊勢学舎

 平成22年 8／19㈭・20㈮・23㈪～25㈬

四日市会場
 じばさん三重

 平成22年 8／19㈭～21㈯・23㈪・24㈫

主な講師と講義内容

伊勢・四日市の両会場
●◉加藤十八
　「生徒指導」規律ある生徒指導（ゼロトレランス）
　
●◉岩崎正弥
　「伝統と文化の理解」日本の文化の学び方
　
●◉石井昌浩
　「教科内容の充実（道徳）」 戦前・戦後、わが国の道徳教育
　
●◉池田哲之
　「教育政策の動向について」改正教育基本法と新学習指導要領
　

四日市会場
●◉高橋史朗
　「教職についての省察」 学校を巡る状況変化と専門職たる教員の役割
　

第
一
回
職
場
体
験
付
講
座「
京
都
の
老
舗
①
」

教員免許更新講習を開講
伊勢・四日市の2会場で8月中旬から

講習に関する照会先

皇學館大学 学生部 教職支援室
TEL●0596‒22‒6049　Ｅ-mail●kyosyoku@kogakkan-u.ac.jp
FAX●0596‒27‒1704　ホームページ●http//www.kogakkan-u.ac.jp

げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
京

都
を
は
じ
め
と
し
て
大
阪
・

名
古
屋
・
東
京
な
ど
の
文
化

企
業
と
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
で
本
学
学
生
が
ま
す
ま
す

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

こ
う
し
た
取
組
が
継
続
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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4月3日から全国ロードショー!
映画のあらすじ　　高校生・裕一（池松壮亮）は、入院先で
心臓病を患った美しい少女・里香（忽那汐里）と出会う。次
第に心魅かれていく裕一と里香。里香もまた、外の世界
を見せてくれる裕一に思いを寄せていく。一方、 2人が
入院する病院の医師・夏目（大泉洋）は医者でありながら
最愛の妻を救えなかった失意から脱け出せずにいた…。

それぞれの想いが向き合っ
た時、物語は新たな顔を見
せはじめる…人を愛するこ
とを真正面から捉え、愛す
ることの貴さを描いた感涙
必須の感動作。

　私の主な担当科目は、「古典講読Ⅲ
（延喜式祝詞）」「祝詞作文」「祭式及
び同行事作法」ですが、ゼミでは万葉
集を研究対象としています。私と万
葉集との出会いは、昭和52年に本学
国文学科に入学し、 2年生の演習で
「上代文学演習」（粕谷興紀先生）を
受講したことに始まります。一人
が一首を担当し、まず本文批判を
し、訓読を確定し、さらに研究史を調
べて問題点を見つけ、そして歌の解
釈をするという方法を学びました。
　本居宣長は「古の道をしらんとな
らば、まづいにしへの歌を学びて、
古風の歌をよみ、次に古の文を学び

て、古ぶりの文をつくりて、古言を
よく知て、古事記日本紀をよくよむ
べし、古言をしらでは、古意はしら
れず、古意をしらでは、古の道は知
がたかるべし」との師・賀茂真淵の
教えを受けて、その教えに従って「萬

葉集をよく学ぶべし」（うひ山ぶみ）
と説いていますが、神道を学ぶにあ
たっても、この教えは傾聴すべきで
しょう。考察対象の広い神道学にあ
って、言葉の研究は、まことに小さ
なささやかな営みですが、その営み

がおろそかであったりすると、いか
に壮大な論を打ち立てたとしても、
土台が崩れることもあります。神祇、
神社、祭祀等の研究に当たっては、
まず、神祇や祭祀関係の言葉の基本
的意味を正しく把握し、その上でさ
らにその言葉の宗教的あるいは象
徴的意味を探る必要があります。
　そこで、私のゼミでは、古代の

神祇・祭祀語彙について基礎的研究
能力を養うとともに古代日本の宗教
についての理解を深め、神道の基層
的信仰及びその歴史的展開を探るこ
とを目標としています。

クローズアップゼミ
研究室探訪6

神道学科教授

本澤雅史ゼミ

万葉集をよく学ぶべし

撮影＆イベントフォトグラフィー撮影＆イベントフォトグラフィー
映映画隊が伊勢にやってきた!画隊が伊勢にやってきた!

イベント当日の 2月13日は
全国から〝半月ファン”が来場。
原作者である橋本紡先生を中心にトークショーや
シンポジウムが開催された。

●撮影
昨年の 5月 4日から三重県内、伊勢市内各所で撮影が開始された。本
学からは約200名の学生がエキストラとして参加したほか、 2シーン
の舞台として登場。5月 5日に 2号館231教室で入学試験のシーンが、
同月20日には記念館前のロータリーにおいて合格発表シーンが撮ら
れた。

砲台山のモデルとなった虎尾
山に登りました。標高約51m
と意外に低いのですが、頂上
からは景色が一望でき、神宮
の森と伊勢の町並みのコント
ラストがとても綺麗でした。
実際に塔の前に立ってみる
と、まるで作品の中に入り込
んだみたいに思えて感慨深く
なりました。現在、虎尾山に繋
がる道や山頂は整備がされて
いて気軽に登れるようになっ
ています。皆さんもぜひ訪れ
てみてください! 中川綾子

●トークショー
「橋本紡先生とふるさと伊勢」と題
して行われたトークショー。映画
を見ての感想を問われ、「伊勢とい
う町がもうひとつの主人公になっ
ている。1000人のエキストラの方
々をはじめ町全体のパワーが作品
に厚みをもたらしてくれた」と感
慨深げに話した。

●プレス発表
トークライブ前に行なわれたプレス発表。「映画を通し
てどんな思いを伝えたいか」との質問に池松さんは「恋
愛だけではなく、命の重みや今の人々が忘れかけてい
る感情がたくさん描かれている。見てもらう側として
こういうことを感じてほしいと決め付けたくはない
が、自信を持って薦められることだけはたしか。半月
ファンに胸を張って見せられる」と話していた。全国
公開に向けての意気込みを聞かれた忽那さんは「伊勢
の人々をはじめこの映画に関わった人たちと丁寧に作
った作品。楽しんでみてください」と話した。

●ロケ地・虎尾山
ストーリーの中でも重要なシーンに登場する「砲台山」のモデルとなった
虎尾山（尾上町）。今では全国からファンが訪れ、聖地となっている。現在
はNPO法人「自利利他」の山本雅則代表らが中心となり、ファンへのサポー
ト、交流などが活発に行われている。

21年間伊勢に住んでいなが
ら、今回はじめて虎尾山に登
りました。きれいに整備され
た登頂ルート、山頂の塔に置
かれた小説ゆかりの品々や何
冊ものノートなど、この山全
体には作品への想いが溢れて
いました。作中での舞台はフ
ァンや伊勢の人々にとっても
特別な場所になっていること
を感じました。『半月』という
作品が多くの人に愛され、影
響を与えていることを実感し
た一日でした。 山口麻衣

●シンポジウム
橋本先生をはじめ深川監督、主人公の裕一を演じ
た池松壮亮さん、里香を演じた忽那汐里さん、「半
分の月がのぼる空」実行委員会委員長の山本雅則
さんが壇上にのぼり、さまざまな質問に答えてい
た。開場時間が近づくと記念講堂前広場には長蛇
の列ができ、半月ファンの多さを物語っていた。

映画＆単行本紹介
セリフを伊勢弁に替え単行本化
劇場公開と同時発刊!
『半分の月がのぼる空〈上〉』

 

著者●橋本紡
定価●1,680円（税込）
発行●アスキー・メディアワークス

発売●角川グループパブリッシング

※下巻は 5月25日発売予定

4月3日発売

山田赤十字病院での撮影風景。
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映画映画
4／3㈯から全国ロードショー!

映画「半分の月がのぼる空」
　伊勢市出身の作家・橋本紡氏原作、累計140万部を突破した恋愛小説『半分の月がのぼる
空』が映画化。その公開を前に、ロケ地の一つである本学伊勢学舎において2月13日、キック
オフイベントが開催された。イベントには橋本先生のほかに深川栄洋監督、主演の池松壮亮さ
ん、ヒロインの忽那汐里さんらが来学。会場には500名を超える幅広い年齢層の〝半月ファン”
が詰めかけ、盛り上がりを見せた。

原作者・監督に原作者・監督に
学生記者が突撃インタビュー!学生記者が突撃インタビュー!

深川栄洋監督
ふかがわ よしひろ●専門学校
東京ビジュアルアーツ在学中か
ら自主制作映画を監督。1999年
に製作した『ジャイアントナキ
ムシ』、2000年に製作した『自転
車とハイヒール』がPFFアワー
ドで入選し注目を集める。2009
年『60歳のラブレター』でメジ
ャー監督デビュー。『半分の月が
のぼる空』は 4月 3日㈯全国ロ
ードショー公開。

山口●今日はよろしくお願いいたし
ます。さっそくですが、映画化にあ
たりましておふたりにとって印象的
なシーン、欠かせない場面などがあ
ればお聞かせください。
橋本●印象的だったのは、新道のシ
ャッター通りを男の子たちが疾走す
るシーン。実際に僕もやっていたの
で……。あの場面を見た瞬間、「あぁ、
僕がいる」って思いましたね。
深川●原作を読んだとき、先生が昔
を思い返しながら書いている気がし
たんです。それが風景として流れて
いて、筋は先生が夏目だったらこん
な物語になっているんじゃないか、
というところから入っています。印
象的なのは主人公のふたりが病院を
抜け出して山に向かう途中、転んで
しまう情けなさ。ハリウッド映画だ
ったら格好よく頂上までたどり着け
るんでしょうけど、僕はヒーローに
なりきれない裕一の普通っぽさが物
語の中心になると思っていました。

中川●原作を初めて読んだとき、何
を感じましたか。映画化するにあた
って苦労した点、工夫したところは
ありますか。
深川●とても、ピュアな心を持つ男
の子と女の子の話ですよね。僕らの
ように少し年を重ねてしまうと人と
出会うことで傷つきもするし、別れ
もするので……。こんなに人と向き
合うことのできる時代があったんだ
なあって。僕は夏目の視点がよくわ
かったので、裕一と里香の恋愛物語
というだけではなく、夏目の視点を
どこかに投影したいと思っていまし
た。映画では、 2つのストーリーを
原作の色を残したまま寄り合わせ、

最後にすべてわかるようにしたのが
僕の最大の仕掛けであり、ディレク
ションです。

命の有り様を
伊勢を舞台に書きたかった
山口●物語が生まれたきっかけは。
橋本●里香の部分をのぞくと、裕一
に起きたことは僕の実体験なんで
す。肝炎で入院して、その日のうち
に隣のおじいちゃんが死んじゃっ
て。命ってなくなるんだと初めて気
付いて……。最初のきっかけは、命
の有り様を伊勢を舞台に書いてみよ
うと思ったから。恋愛の要素は含ま
れていますが、命というものを軸に
少年・裕一がどう生きていくのかを
選択する物語になっています。

山口●伊勢でオールロケをして良か
った点、また、観光地以外での伊勢
の印象はいかがでしたか。
深川●人が、東京人を拒まない。ま
ず、東京の人間がよその土地へ行っ
て撮影をすると、だまされるんじゃ
ないかって思われるんですね。とく
に、東北とか東京から距離が離れれ
ば離れるほどそういうことを言われ
る。でも、伊勢の人からは僕らのた

めに何かしてあげようと心を開いて
くれているのを感じました。それが、
伊勢人のキャラクター、個性になっ
ていると思います。伊勢神宮のお膝
元として何百万人もの人を迎え、送
り出してきた〈おもてなしの精神〉が
染み渡っているんですかね。

中川●伊勢についての思い出やエピ
ソードを教えてください。
橋本●家庭の事情で高校は伊勢では
ないところに通っていたんです。で
も、友達は伊勢高校や宇治山田高校
だったので、みんなと学校へ遊びに
行っても「ここは僕の高校じゃない
んだ」「何で僕は伊勢にいないんだろ
う」と思っていた時期がありました。
それがトラウマになっているという
か、伊勢に対する愛情が僕の中でと
ても複雑になっていて……。

中川●伊勢で生まれ育ったことが創
作活動に影響していると思うことは
ありますか。
橋本●ここで生まれ育った誇りとコ
ンプレックス、その両方を持ちなが
ら創作活動をしてきたんだと思いま
す。優れた創作というのは右手と左
手に必ず違うものを持って、うまく
バランスをとることなんですね。伊
勢は僕にとってその両方を感じられ
る存在なんだと思います。

山口●今回、単行本化するにあたり
全面改稿されたとのことですが、そ
の思いをお聞かせください。
橋本●書いているときから、いつか

書き直さなきゃいけないという思い
はありました。なぜかというと、小
説の舞台は20年前、僕が伊勢にいた
頃のこと。病院のシーンにしても、
昔と違って今は抜け出したりできな
いはずです。そういう意味において、
現実を反映した形にしたいと思って
いました。加えて、少年少女だけで
なく、大人にも楽しんでもらえるも
のにしたいという気持ちが自分の中
にあったので、単行本を作ろうと。
その際、映画を見て「これは伊勢弁で
書かなきゃ」って思いましたね。

山口●伊勢の言葉についてどう思わ
れますか。
深川●関西弁なのにきつくないんで
すね。どこか優しい。男性の大阪人
と話しているときついんですけど、
伊勢弁の男の人たちの言葉には女っ
ぽさを感じますね。おかまっぽいと
いう意味ではなくて（笑）
橋本●小説を書くときは、技法上、
セリフだけで誰がしゃべったのかわ
かるようにするんですね。たとえば、
標準語では「なんだよ」「なによ」と
男女を書き分けられるけど、伊勢弁
は両方とも「なんなん」でしょ（笑）。
今回は、あえて「○○」と裕一が言
った、と書かなければいけなかった
んですよ。

中川●「半分の月がのぼる空」という
タイトルにはどんな意味が込められ
ているんですか。
橋本●半分の月には 2種類あるんで
すね。上弦の月と下弦の月。上弦の

学生記者
山口麻衣（国文学科 3年）●伊勢市出身。『半分の月がのぼる空』の単行本化にあたり伊勢弁の監修を担当。
中川綾子（国文学科 3年）●志摩市出身。『半分の月がのぼる空』以外にも橋本先生の作品を愛読。

橋本紡先生
はしもと つむぐ●三重県伊勢
市生まれ。1997（平成 9）年、第 4
回電撃ゲーム小説大賞にて金賞
を受賞してデビュー。『リバー
ズ・エンド』『半分の月がのぼる
空』シリーズなどを電撃文庫よ
り刊行している。ほか、『彩乃ち
ゃんのお告げ』『橋をめぐる い
つかのきみへ、いつかのぼくへ』
など著書多数。2009年、『もうす
ぐ』が第22回山本周五郎賞候補
作となる。

月はこれから満ちていく、下弦の月
は欠けていく。小説の中で僕はただ
〈半分の月〉としか書いてなくて、月
の下にいる彼らの運命がこれから満
ちていくのか欠けていくのか誰にも
わからない、という意味でつけまし
た。そして、半分の月の光はまった
く見えないわけではなく、かといっ
て明るいわけでもない。我々は薄闇
の中を生きているんだ、という意味
もあります。いろんな意味が含まれ
ています。

すべての出会いに
 意味がある
山口●最後に学生に向けてのメッセ
－ジをお願いします。
深川●周りの監督さんは大学出身の
方が多いんですけど、僕は専門学校
で自主映画を作っていました。お金
持ちでも学歴があるわけでもなく、
映画監督から一番遠い存在だったん
です。ただ、負けたくないという気
持ちは強くて、人を喜ばせたい、い
いモノを創りたいという野心を持っ
て動き始めたら映画監督になれまし
た。思いが真剣であればあるほど、
10年かからないと思います。僕が身
をもって体験したことなので、みな
さんも自分を甘やかすことなく、楽
な方向を選択せずにわが道を探して
もらいたいですね。そして、今の時
期に出会った本や映画、人などすべ
てに意味があることを忘れないでほ
しいと思います。
橋本●恋をしましょう。自分以外の
誰か、何かを愛しましょうと言いた
いですね。自分より大切なものがあ
る、そう思える相手がいるって本当
に幸せだと思いますよ。最近、そう
いうことに対して人々が臆病になっ
ている気がします。でも、僕は傷つ
いてもつらい思いをしても踏み出す
べきだと思う。心でつかんだものは
一生残りますよ。だから、本当の友
人をつくってください。本当の恋人
をつくってください。それが、僕か
らのメッセージです。

地元公開キックオフイベント開催!

109シネマズ四日市、ワーナー・マイカル・シネマズ津他伊勢の「進富座」では3/27㈯より先行上映
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学生記者募集! ………興味のある人は総務課まで!学生記者募集! ………興味のある人は総務課まで!



学生の発想を
伊勢市の環境政策に 　
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平成21年度 新刊本

神路日本のカミ（神）
　原初・古代と現代

皇學館大学講演叢書 第122輯
『平家物語』巻第一
「祗園精舎」を読む
～国史学と仏教学の立場より～

皇學館大学講演叢書 第123輯
近世の神宮式年遷宮

国家権威の研究
続日本紀史料 第12巻

皇學館大学講演叢書 第121輯
中世の神宮式年遷宮
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TEL&FAX 0596－22－6320
●書名・冊数・住所・氏名・電話番号をお知らせ下さい。
●お支払いは郵便振込にてお願いします。

三
四
六
名
の
新
し
い
門
出

第
四
十
五
回
皇
學
館
高
校
卒
業
式

五
賞
の
受
賞
者

神
宮
大
宮
司
賞 

森　
　

茉
莉

学
校
法
人
皇
學
館
理
事
長
賞 

森
田　

倫
果

三
重
県
知
事
賞 

東
海　

由
佳

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
会
長
賞 

森
口　

昌
英

伊
勢
商
工
会
議
所
会
頭
賞 

浜
口　

真
帆

三
年
間
の
思
い
出
に
感
涙

第
二
十
九
回
皇
學
館
中
学
校
卒
業
式

皇學館大学
出 版 部

出版部ホーム
ページは現在
準備中です。
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 学生学生の発想発想を
伊勢市伊勢市の環境政策環境政策に

近鉄文化サロン 検索

 

三
重
県 

ニ
万
円
﹇
一
万
円
増
額
﹈

 

長
谷
川
明
久
様

 

長
野
県 

一
万
円 

紫
芝　

光
司
様

 

三
重
県 

一
万
円 

菊
本　

幸
宏
様

 

文
学
部
神
道
学
科 

三
万
円 

井
土　
　

満
様

三
万
円 

重
藤　

將
宏
様

 

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

三
万
円 

横
山　
　

武
様

　

私
は
、
皇
學
館
女
子
短
期
大
学
の
第

一
期
生
で
あ
る
。
所
謂
、
団
塊
の
世
代

の
頭
の
年
代
で
、
当
時
は
あ
ち
こ
ち
に

高
校
、
大
学
の
新
設
運
動
が
起
こ
り
、

そ
の
波
に
乗
っ
た
一
人
で
あ
る
。
因
に

高
校
は
第
二
期
卒
で
あ
る
。
有
難
い
事

に
私
の
生
ま
れ
た
熊
野
の
近
く
に
皇
學

館
が
あ
っ
た
事
。
国
文
を
学
び
た
か
っ

た
事
等
、
幸
運
に
も
女
子
短
大
へ
の
入

学
は
渡
り
に
船
で
あ
っ
た
。
本
来
な
ら

ば
短
歌
の
道
に
進
む
べ
き
で
あ
ろ
う

が
、
実
母
が
俳
句
を
や
っ
て
い
た
影
響

で
私
も
二
十
二
才
頃
か
ら
本
格
的
に
俳

句
を
始
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
皇
學
館
で
教
わ
っ
た
歌
人
、
春

日
井
廣
先
生
の
恩
恵
は
深
く
、
後
に
、

寺
山
修
司
氏
、
塚
本
邦
雄
氏
と
の
交
流

の
礎
と
な
っ
た
貴
重
な
方
で
あ
っ
た
。

　

私
は
三
年
程
前
、
某
巨
大
な
俳
句
結

社
の
副
主
宰
に
呼
び
戻
さ
れ
、
し
ば
ら

く
、
月
に
約
千
人
の
指
導
に
当
っ
て
い

た
が
、
諸
事
情
の
為
に
こ
の
結
社
は
終

刊
し
、
只
今
は
約
半
分
の
五
百
人
程
の

「
濃
美
」と
言
う
新
し
い
結
社
の
代
表
選

者
と
し
て
、
何
と
か
お
役
に
立
た
せ
て

頂
い
て
い
る
。
俳
句
人
口
の
高
齢
化
に

伴
い
、
大
半
は
退
職
後
の
方
々
が
会
員

で
あ
る
が
私
の
様
な
者
が
、
こ
う
し
た

人
生
経
験
の
豊
富
な
人
々
に
言
葉
を
教

え
る
と
言
う
事
は
実
に
怖
れ
多
い
事
で

あ
る
と
、日
々
心
を
引
き
緊
め
て
い
る
。

指
導
す
る
と
言
う
事
は
即
ち
自
身
の
教

育
で
あ
る
と
言
う
事
を
肝
に
銘
じ
て
研

鑽
を
積
ん
で
行
き
た
い
。

　

俳
句
を
通
し
て
、
よ
り
深
く
日
本
の

自
然
と
精
神
を
織
り
、
言
葉
の
伝
統
と

言
う
も
の
を
考
え
、
後
世
に
伝
え
て
行

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

渡わ
た

辺な
べ

（
旧
姓
上
平
）

純す
み

枝え

氏　
俳
人

皇
學
館
大
学
女
子
短
期
大
学
國
文
科
一
期
卒

創立130周年・再興50周年記念事業寄付金
進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

634 776,147,000 763,077,000

716 78,544,000 75,119,000

44 31,805,000 31,685,000

1,894 82,626,000 82,626,000

103 61,985,000 60,845,000

247 57,632,000 57,252,000

合　　　計 3,638 1,088,739,000 1,070,604,000

　

学
校
法
人
皇
學
館
の
周
年
記
念
事
業
募
金
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
る
と
同
時
に
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

掲
載
は
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
到
着
分
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

萼
の
会
保
護
者
の
会

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、ご

芳
名
・
金
額
等
の
掲
載
を
ご

希
望
さ
れ
な
い
方
々
に
つ

き
ま
し
て
は
、
別
記
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

♦
萼
の
会
／
7
名

♦
同
窓
会
員
／
1
名

◆◆
創
立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

創
立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

寄
付
者
芳
名

寄
付
者
芳
名

◆◆
皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
・
皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業

皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
・
皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

一
般（
旧
教
職
員

篤
志
家
等
）

 

社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科 

三
万
円 
神
田　

経
二
様

三
万
円 

小
林　

秀
夫
様

 

教
育
学
部
教
育
学
科 

三
万
円 

下
田　
　

学
様

三
万
円 

森　
　
　

司
様

 

博
士
前
期
課
程
神
道
学
専
攻 

十
万
円 

堀
川　

秀
徳
様

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

同
窓
会
会
員

　

昨
年
好
評
で
あ
っ
た
伊
勢

市
職
員
と
本
学
学
生
と
の

「
環
境
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
、

今
年
も
伊
勢
市
役
所
の
強
い

要
望
で
開
催
し
た
。
時
は
二

月
二
十
五
日
二
時
、
場
所
は

神
道
博
物
館
会
議
室
、
参
加

者
は
、
環
境
課
の
職
員
な
ど

六
名
と
本
学
深
草
正
博
教
育

学
部
長
及
び
そ
の
ゼ
ミ
の

三
、四
年
生
九
名
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
伊
勢
市
が
小
学
校
四

〜
六
年
生
用
に
作
成
し
た

「
え
こ
の
お
と
」
の
説
明
か

ら
始
ま
っ
た
。
市
全
体
の
環

境
状
況
が
よ
く
わ
か
る
内
容

で
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ

っ
た
。
が
、学
生
か
ら
は「
小

学
生
に
と
っ
て
は
難
し
す
ぎ

る
。
も
っ
と
子
ど
も
に
訴
え

る
書
き
方
が
必
要
で
は
」
と

か
「
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド

が
別
の
交
通
を
阻
害
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
他
県
出
身
の

学
生
か
ら
は
伊
勢
市
と

の
比
較
も
な
さ
れ
た
。

例
え
ば
滋
賀
県
か
ら
き

た
学
生
は
琵
琶
湖
に
生

息
す
る
魚
の
一
覧
表
を

示
し
、
伊
勢
市
も
こ
の

よ
う
な
図
を
作
成
し
て

は
と
提
案
し
て
職
員
の
目
を

見
張
ら
せ
た
。
そ
の
他
に
も

「
マ
イ
バ
ッ
ク
を
普
及
さ
せ

る
な
ら
、
レ
ジ
袋
五
円
は
安

す
ぎ
で
は
な
い
か
、
も
っ
と

高
く
百
円
ぐ
ら
い
に
し
た

ら
」
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ

た
。
職
員
の
懇
切
丁
寧
な
説

明
も
あ
っ
て
、
実
に
有
意
義

な
二
時
間
半
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
深
草
教
授
が
環

境
問
題
に
は
現
代
の
み
に
限

ら
ず
歴
史
的
な
観
点
も
必
要

で
、
例
え
ば
式
年
遷
宮
に
も

二
十
年
ご
と
だ
と
か
、
御
正

宮
の
棟
持
柱
が
次
に
は
宇
治

橋
の
両
端
の
鳥
居
に
用
い
ら

れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
桑
名
の

七
里
の
渡
し
や
関
の
追
分
け

の
鳥
居
と
な
る
な
ど
循
環
の

思
想
が
み
ら
れ
、
そ
の
よ
う

な
点
を
歴
史
に
学
ぶ
べ
き
で

は
な
い
か
と
意
見
を
述
べ

た
。
市
の
職
員
か
ら
は
こ
れ

か
ら
も
定
期
的
に
開
き
、
学

生
の
斬
新
な
意
見
を
聞
き
た

い
と
の
提
案
が
あ
り
、
会
は

締
め
く
く
ら
れ
た
。

学生の発想を
伊勢市の環境政策に
学生と伊勢市職員が環境ミーティング

第 1回
5/1㈯

「神宮式年遷宮の歴史」
井後政晏

第 2回
5/8㈯

「お蔭参りと伊勢の神宮
～人々は、なぜ伊勢をめざしたか」
岡田　登

神道と仏教
河野　訓

4 /10㈯ 初期の神仏習合
7 / 3 ㈯ 神道と道教・仏教
9 /25㈯ 神道説と仏教

神道の諸相（2）
本澤雅史

4 /24㈯ 森の信仰
5 /22㈯ 木の信仰
6 /26㈯ 家の信仰

日本神話にみられる神 と々
そのやしろ

白山芳太郎
5 /15㈯ 八俣大蛇
6 /12㈯ 国譲り神話
7 /10㈯ 天孫降臨神話と海幸山幸神話

【受講料】
会員 1,000円、一般 1,500円

近鉄文化サロン・皇學館大学共催講座のご案内
本学では4月より近鉄文化サロンとの共催による公開講座を開催します。
下記お申込要領をご覧の上、ふるってご参加ください。

4/17㈯◆
伊勢神宮宇治橋・五十鈴川と文学

半田美永

5/8㈯◆
『平家物語』巻第一「祇園精舎」
を読む ～国史学と仏教学の立場より～

多田實道

6/5㈯◆大
おお

伯
くの

皇
ひめみこ

女
大島信生

8/7㈯◆『源氏物語』と伊勢
中川照将

8/28㈯◆江戸川乱歩と名張
三品理絵

【受講料】
会員 1,000円、一般 1,500円

お申込要領【時間】15時～16時30分
【会場】近鉄文化サロン阿倍野

【お申込についての問合せ】
近鉄文化サロン阿倍野 106－6625－1771

／

http://www.d-kintetsu.co.jp/bunka-salon/abeno/

遷宮記念講演会の
ご案内 5月
場所●名古屋市博物館
時間●14時～

◆特別公開講座

皇學館高等学校創立50周年・
皇學館中学校創立35周年記念事業寄付金
進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

2 150,000 150,000

40 4,090,000 4,000,000

15 425,000 425,000

126 6,553,000 6,553,000

54 880,000 880,000

123 3,645,000 3,570,000

合　　　計 360 15,743,000 15,578,000

皇 學 館 学 園 報()　第25号 平成22年 3 月31日７



 

皇
學
館
大
学
現
代
日
本
社
会
学
部
開
設
記
念
講
演
会

演
題 

現
代
日
本
と
広
域
観
光

 

「
産
業
観
光
」
の
提
唱
者
が
、現
代
日
本
に
お
け
る
観
光
資
源
や
そ
の
活
用
に
つ
い
て
語
る
。

イベントの時間・申込方法等のお問合せは各学舎まで
伊勢学舎☎☎0596・22・0201㈹ 名張学舎☎☎0595・61・3351㈹

２カ月イベント情報

編
集
後
記

◆
今
号
が
平
成
二
十
一
年
度
最
終
号
に
な
り
ま

す
。
今
年
度
は
季
刊
か
ら
隔
月
刊
に
し
、
速
報

性
と
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
紙

面
構
成
を
意
識
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

改
良
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
忌
憚

な
き
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
◆
学
生

編
集
ペ
ー
ジ
で
は
、
伊
勢
市
出
身
の
作
家
・
橋

本
紡
さ
ん
ら
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
作

家
ら
し
い
豊
か
な
表
現
の
連
続
に「
言
葉
の
力
」

を
感
じ
ま
し
た
。
◆
平
成
二
十
四
年
に
迎
え
る

創
立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
を
記
念
し

た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
ま
り
ま
し
た
。
森（
緑
）と

水（
青
）に
囲
ま
れ
て
存
在
し
て
き
た
本
学
の
イ

メ
ー
ジ
が
わ
か
り
や
す
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い

ま
す
。
幅
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

【
総
務
課
】

　

四
年
間
の
集
大
成
と
し

て
、
毎
年
催
さ
れ
て
い
る
教

育
学
科
有
志
に
よ
る
卒
業
記

念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
今
年

は
、「
青
い
鳥
〜
ぼ
く
ら
の
見

つ
け
た
幸
せ
〜
」と
題
し
、モ

ー
リ
ス
・
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク

著
の
「
青
い
鳥
」
を
も
と
に
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
世
界
を
描
い

た
。「
楽
し
み
な
が
ら
、身
近

に
あ
る
食
べ
物
の
大
切
さ
や

支
え
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
、

家
族
の
温
も
り
を
感
じ
取
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
脚
本
班
。

主
人
公
の
チ
ル
チ
ル
と
ミ
チ

ル
が〝
お
菓
子
の
国
〞、〝
ロ
ボ

ッ
ト
の
国
〞、〝
音
楽
の
国
〞な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
い
ろ
い

ろ
な
人
と
出
会
い
、
幸
せ
に

つ
い
て
知
り
、
成
長
し
て
い

く
ス
ト
ー
リ
ー
で
、〝
幸
せ
は

自
分
た
ち
の
す
ぐ
近
く
に
あ

る
〞
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
こ

と
を
一
番
に
考
え
て
、
上
演

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
何
度
も
練
り

直
し
ま
し
た
」
と
実
行
委
員

長
の
河か

わ

邑む
ら

政
彦
さ
ん
。
個
性

豊
か
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち

も
魅
力
の
一
つ
だ
。
主
人
公

の
二
人
の
サ
ポ
ー
ト
に
は
、

猫
と
ミ
ー
ナ
と
犬
の
カ
ン
タ

と
い
う
動
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
取
り
入
れ
、
魔
法
使
い

や
お
姫
様
、
海
賊
や
お
ば
け

な
ど
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
登
場

人
物
た
ち
が
、
迫
真
の
演
技

で
会
場
を
物
語
の
世
界
へ
引

き
込
ん
だ
。

　

上
演
中
に
は
、
役
者
が
観

客
に
呼
び
掛
け
る
な
ど
、
観

客
参
加
型
の
演
出
を
工
夫
。

　

ま
た
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の

四
人
の
海
賊
た
ち
と
の
バ
ト

ル
シ
ー
ン
で
は
、
約
五
十
名

が
舞
台
上
で
迫
力
あ
る
ダ
ン

ス
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
は

手
拍
子
と
と
も
に
主
人
公
た

ち
を
応
援
す
る
声
が
あ
が

り
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
。

　

本
学
で
は
一
般
の
方
々
に

も
日
頃
の
教
育
・
研
究
の
成

果
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
伊
勢
内
宮
前
お
か
げ
横

丁
に
お
い
て
皇
學
館
大
学

「
横
丁
塾
」を
開
塾
し
た
。
学

び
の
柱
は『
魅
力
溢
れ
る「
お

伊
勢
さ
ん
」
を
知
ろ
う
!
。

こ
れ
を
基
に
、「
神
宮
を
知

る
」「
神
道
を
知
る
」「
伊
勢

を
知
る
」
の
三
つ
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
本
学
教
員
を
「
塾

長
」、
学
生
を「
塾
頭
」、
参
加

者
を「
塾
生
」と
し
、
楽
し
み

な
が
ら「
お
伊
勢
さ
ん
」が
学

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

二
月
二
十
一
日
に
は
「
伊
勢

志
摩
か
る
た
歌
作
成
体
験
」、

三
月
二
十
一
日
に
は
民
話
や

神
話
を
取
り
上
げ
た
「
横
丁

夢夢のあるのあるストストーーリリーーでで観客観客をを夢中夢中にに
教育学科4年生 卒業記念ミュージカル

　

文
学
部
教
育
学
科
四
年
生
有
志
に
よ
る
卒
業
記
念
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル（
通
算
二
十
三
回
目
）が
三
月
六
・
七
日
の
二
日

間
、
伊
勢
学
舎
記
念
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
演
題
は
「
青
い
鳥
〜
ぼ
く
ら
の
見
つ
け
た
幸

せ
〜
」。
市
内
外
か
ら
大
勢
の
家
族
連
れ
が
来
場
し
、二
日

間
で
二
千
人
を
超
え
る
観
客
を
前
に
、
吹
奏
楽
の
生
演
奏

や
合
唱
に
合
わ
せ
て
、に
ぎ
や
か
な
舞
台
を
繰
り
広
げ
た
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い
を
脚
本
に
託
し
て

　

脚
本
以
外
に
も
、
客
席
近

く
で
の
音
楽
の
演
奏
な
ど
、

観
る
人
を
巻
き
込
む
工
夫
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
音
楽

は
、「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
」、「
お
お
き
な

く
り
の
き
の
し
た
で
」
な
ど

お
な
じ
み
の
童
謡
に
、
学
生

た
ち
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
歌
詞

を
つ
け
た
も
の
。
伴
奏
、
効

果
音
に
は
、
吹
奏
楽
に
よ
る

生
演
奏
、
合
唱
を
取
り
入
れ

た
。

会
場
全
体
を
使
っ
た
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
演
出

コ
ミ
カ
ル
な
演
技
に
は
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
笑
い
が
お
こ

り
、
登
場
人
物
が
歌
う
場
面

で
は
自
然
と
温
か
い
手
拍
子

が
生
ま
れ
て
い
た
。

経
験
を
生
か
し
て
教
育
の
現
場
へ　
　

　

約
一
年
間
を
か
け
て
作
り

上
げ
た
こ
の
舞
台
。
百
二
十

五
名
と
い
う
大
所
帯
の
た

め
、
考
え
方
や
価
値
観
の
違

い
に
よ
っ
て
ぶ
つ
か
る
こ
と

も
多
く
、「
み
ん
な
の
意
識
を

一
つ
に
す
る
こ
と
が
大
変
だ

っ
た
」
と
河
邑
さ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
関

わ
り
合
う
こ
と
の
大
切
さ
や

楽
し
さ
を
肌
で
実
感
し
、
信

頼
関
係
を
築
き
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
の
こ
と
。

　

二
日
間
の
公
演
を
終
え
、

主
役
・
チ
ル
チ
ル
を
務
め
た

久
保
佑
姫
さ
ん
は
「
最
高
の

仲
間
が
い
た
か
ら
作
り
上
げ

ら
れ
た
」
と
感
慨
深
げ
。
主

役
の
ミ
チ
ル
役
を
務
め
た
森

琴
美
さ
ん
は
、
春
か
ら
は
愛

知
県
の
小
学
校
の
教
員
と
な

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、

「
子
ど
も
の
こ
と
を
第
一
に

考
え
て
き
た
。
今
回
の
経
験

を
教
員
生
活
に
も
生
か
し
た

い
」
と
語
っ
た
。
主
人
公
た

ち
が
最
後
、
幸
せ
は
自
分
の

近
く
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
よ
う
に
、
学
生
た
ち
も
、

一
緒
に
作
り
上
げ
た
仲
間
や

過
ご
し
た
時
間
の
大
切
さ
に

気
づ
き
、
新
た
な
旅
立
ち
を

前
に
し
て
か
け
が
え
の
な
い

経
験
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

魅
力
溢
れ
る

魅
力
溢
れ
る「「
お
伊
勢
さ
ん

お
伊
勢
さ
ん
」」を
知
ろ
う

を
知
ろ
う

皇
學
館
大
学「
横
丁
塾
」が
開
塾

4月
 17土 月例文化講座 名張学舎
  福祉施設におけるボランティアマネジメント

◆◆守本友美社会福祉学科教授

 22木 名張の地域文化を語る会 まちなか研究室事務室（名張学舎）
  水と名張文化◆◆櫻井治男社会福祉学部長
 22木 現代日本社会学部開設記念講演会 百周年記念講堂（伊勢学舎）
  現代日本と広域観光

◆◆JR東海相談役・本学特別招聘教授　須田寛氏

 27火 ちょっとちょっと講義 まちなか研究室事務室（名張学舎）
  伊勢参宮「春の賑わい」　お伊勢参りの歴史と文化　

◆◆櫻井治男社会福祉学部長

5月
 1土 遷宮記念講演会 名古屋市博物館
  神宮式年遷宮の歴史◆◆井後政晏神道学科教授
 8土 月例文化講座 伊勢学舎
  伊勢の神宮と式年遷宮◆◆清水潔文学部長
 8土 遷宮記念講演会 名古屋市博物館
  お蔭参りと伊勢の神宮

～人々は、なぜ伊勢をめざしたか
◆◆岡田登国史学科教授

 22土 神道博物館教養講座 神道博物館（伊勢学舎）
  浅間大社の歴史と富士山信仰

◆◆富士山本宮浅間大社禰宜　佐野雅弘氏

 22土 月例文化講座 名張学舎
  子どもにやさしいまちづくり

　〈名張市子ども条例〉の先駆的意義　
◆◆檜垣博子社会福祉学科教授

 23日 名張の地域文化を語る会 京都・伏見
  日帰り参拝見学ツアー

「御香宮と酒造りの里・伏見」

講
師
◆

須
田

寛
氏

Ｊ
Ｒ
東
海
相
談
役　

本
学
特
別
招
聘
教
授

日
時
◆

四
月
二
十
二
日
㈭
16
時
30
分
〜
17
時
30
分（
終
了
予
定
）

場
所
◆
皇
學
館
大
学
伊
勢
学
舎
百
周
年
記
念
講
堂

入
場
料
無
料
・
申
込
み
不
要

学
学
生
に
と
っ
て
も
学
び
の

実
践
と
社
会
貢
献
の
意
義
を

考
え
る
大
切
な
機
会
と
な
っ

た
よ
う
だ
。

紙
芝
居
」、同
月
二
十
八
日
に

は
「
平
安
朝
装
束
体
験
・
雅

楽
ミ
ニ
演
奏
会
」
な
ど
が
開

講
し
、
好
評
を
博
し
た
。
本

〈
八
坂
神
社
奨
学
金
〉授
与

〈
八
坂
神
社
奨
学
金
〉授
与

　

神
社
神
道
の
興
隆
に
寄
与
す
る
優
秀
な
学
位
論
文
を
提
出
し
た
大
学
院
（
神
道
学
・

国
文
学
・
国
史
学
）
の
学
生
に
対
し
、
そ
の
学
業
を
奨
励
す
る
為
、
八
坂
神
社
様
よ
り

給
付
さ
れ
る
奨
学
金
で
す
。

平
成
二
十
一
年
度 

　

田
中　

天
美

皇學館大学 「横丁塾」講座一覧（予定）
テーマ 講 座 名

伊勢を知る

「伊勢志摩かるた歌作成体験」
～自然や行事を題材にして～

「横丁紙芝居」～民話・神話をテーマにして～
平安朝装束体験・雅楽ミニ演奏会

神宮を知る
皇大神宮

神域案内
外国人への神域案内
車椅子の移動介助

神道を知る「御師邸《おかげ太夫》」御師の活動の紹介
場　　所 伊勢内宮前おかげ横丁
申込方法 　事前申込不要。直接会場へ来場。
参 加 料 　無料（原則）
問 合 せ 皇學館大学 総合企画室 10596‒22‒6496

問合せ 皇學館大学 学長室 教育講演会係
10596‒22‒6496

講演会開催のご案内

皇 學 館 学 園 報平成22年 3 月31日 　第25号　()８


